
定　理

　　直線上に点Ａ，Ｂ，Ｃを，直線 上に点Ａ，Ｂ，Ｃをとり，ＡＢとＡＢの

　交点をＰ，ＢＣとＢＣの交点をＱ，ＣＡとＣＡの交点をＲとする。このとき，点
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　Ｐ，Ｑ，Ｒは直線上にある。

証　明

　　直線， の交点をＯとし，， に平行な単位ベクトルをそれぞれ， ，また

　　　　　＝，＝，＝，　 ＝  ，＝  ，＝  

　とする。ＡＢとＡＢの交点Ｐについて

　　　　　＝＋  ＝＋   

　とおいて，，を求めることにより
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　　　　　    ＝    ＋     　……①

　となる。，についても同様にして，，，をサイクリックに置き換えた式が得られる

　ので，これらをそれぞれ②，③とする。ここで，① ，②，③ をつくり，辺々

　たしあわせると，右辺はとなる。すなわち

　　　　　＝     ，　     ，　     

　とおくと，

　　　　　＋＋＝，　

　となる。したがって，点Ｐ，Ｑ，Ｒは直線上にある。　証明終


